
施

、雑木雑草の除去等の

策

史跡の維持管理を実施

名

した。また、ガバメン

文

トクラウ
■ 計画どお

化

り   
令和　３年度

財

ドファンディングによ

基

り101件、596千

本

円の寄附を得て経費の

目

一部に充当した。
□ 

標

遅延        

未

 
の評価

□ 進展なし

来

     

■ 維持　

に

□ 拡大 今後も安全面

つ

や周辺地域への配慮、

な

景観の維持に努め、史

ぐ

跡を次世代へ継承すべ

人

く、適正な維持管理を

材

継続して
事業区分 □ 

を

自治事務   □ 法

育

定受託   □ その

む

他
今後の方向性 □ 縮

ま

小　□ 改善 いく。
（

ち

改善措置等）□ 休止

要

　□ 終了
計画対象 □

施

 実施計画査定対象 

策

 □ 行政改革対象 

の

□ 廃止　　　　 

※

目

決算額については、端

的

数処理により、他資料

市

の決算額と差異が生じ

民

ている場合もあります

が

。

郷土の伝統や歴史に対

No. 事務

す

事業名 活動内容 コスト

る

（事業費：千円）

史跡

理

山中城跡保存活用計画

解

策定事業 令和　２年度

を

令和　３年度 令和　３

深

年度 令和　４年度 令和

め

　２年度 令和　３年度

、

令和　３年度 令和　４

郷

年度
活動指標名 単位

実

土

績 計画 実績 計画 決算 当

へ

初予算 決算 当初予算
全

の

体事業概要
①

計画の策

愛

定 個 1 0 1
山中城跡を

着

次世代へ継承するため

心

、保存管理方法、現
状

を

変更など許可に関する

高

取扱い基準、公有化・

め

整備・ 0 2,286 0

る

0
公開・追加指定など

と

に関する将来像、運営

と

方法及び整
②備体制な

も

どを明文化し、保存管

に

理の方針、整備活用の

、

あり方をまとめた保存

無

活用計画を策定する。

形

令和　５年度の優先度

民

③2 　□ Ａ　　　 

俗

□ Ｂ　　　 □ Ｃ

文

　　　 □ Ｄ　

令和

化

３年度中に計画策定を

財

完了させるはずであっ

や

たが、７月の大雨によ

文

る史跡内の被災を受け

化

、新規に排水路を
□ 

財

計画どおり   
令和

を

　３年度 設置すること

後

となり、保存管理の方

世

法を見直す必要が生じ

に

た。そのため、計画策

継

定期間を１年延長した

承

。また、
■ 遅延  

す

       
の評価

る

専門家による検討委員

こ

会を２回開催する予定

と

であったが開催するこ

。

とができなかった。
□

施

 進展なし     

策

□ 維持　□ 拡大 令

の

和４年度中に排水路の

方

設置を反映させた計画

向

案を作成する。また、

文

検討委員会を２回開催

化

し、専門家の意見を
事

財

業区分 □ 自治事務 

の

  □ 法定受託  

環

 □ その他
今後の方

境

向性 □ 縮小　■ 改

整

善 反映させる。その上

備

で計画策定を完了し、

と

この計画に従って令和

活

５年度以降の史跡の維

用

持管理や整備を進めて

山

い
（改善措置等）□ 

中

休止　□ 終了 く。
計

城

画対象 □ 実施計画査

跡

定対象  □ 行政改

保

革対象 
□ 廃止　　

存

　　 

活用計画の策定、山中城跡の災害復旧、向山古墳群の調査、郷土資料館での主催事業など複数の項目で災害、コロナ禍、他の業務量の増大といった要因に
□ 計画どおり   

令和　３年度 よる計画の遅延が見られた。
■ 遅延         

の評価
□ 進展なし     

□ 維持　　　　 コロナ禍については、ある程度の流行を前提に感染症対策を行い、事業計画を立てるようにする。その他の遅延している事業については全体の業務量増大が原因になっ

今後の方向性 □ 拡大　　　　 ているものもある。令和４年度も遺物保管場所の引っ越しや全史協事務局の全国的な行事など前年度までにはなかった業務があるため、全体的な業務見直しや効率化に

（改善措置等） □ 縮小　　　　 より少しず

1

つ目標に近づけていく

頁

こととする。
■ 改善

令

　　　　 

和 3年度　　事務事

N

業

o. 事務事業名 活動内

評

容 コスト（事業費：千

価

円）

史跡山中城跡維持

表

管理事業 令和　２年度

（

令和　３年度 令和　３

個

年度 令和　４年度 令和

票

　２年度 令和　３年度

）

令和　３年度 令和　４

課

年度
活動指標名 単位

実

名

績 計画 実績 計画 決算 当

教

初予算 決算 当初予算
全

育

体事業概要
①

維持管理

推

活動日数 日 207 21

進

9 207
国指定史跡山

部

中城跡は平成18年に

文

日本百名城にも選定
さ

化

れ、郷土の誇る文化財

財

として良好に維持保存

課

してい 0 28,770

作

17,425 30,6

成

96
くため、公園内の

日

樹木刈込みや張芝の手

令

入れ等、維持
②管理を

和

行うもの。維持管理事

　

業の一部に充当するこ

４

と
を目的に、ガバメン

年

ドクラウドファンディ

　

ングを活用 令和　５年

８

度の優先度
して寄附金

月

を広く募る。
③1 　□

　

 Ａ　　　 □ Ｂ　

５

　　 □ Ｃ　　　 

日

□ Ｄ　

継続的に実施

概

している芝生の手入れ



施

があったこと、開発に

策

伴う確認調査の件数が

名

例年以上に増加したた

文

め古
■ 遅延    

化

     
の評価 墳の

財

発掘調査に十分な期間

基

が取れなかったことな

本

どにより、開催するこ

目

とができなかった。
□

標

 進展なし     

未

□ 維持　□ 拡大 令

来

和４年度も草刈りなど

に

の維持管理と16号墳

つ

の発掘調査を行い、ま

な

た、新型コロナの流行

ぐ

状況を確認したうえで

人

事業区分 □ 自治事務

材

   □ 法定受託 

を

  □ その他
今後の

育

方向性 □ 縮小　■ 

む

改善 委員会を開催する

ま

。以上により国指定へ

ち

の格上げと史跡の保存

要

活用計画策定の準備を

施

進める。
（改善措置等

策

）□ 休止　□ 終了

の

計画対象 □ 実施計画

目

査定対象  □ 行政

的

改革対象 
□ 廃止　

市

　　　 

※決算額につ

民

いては、端数処理によ

が

り、他資料の決算額と

郷

差異が生じている場合

土

もあります。

の伝統や歴史に対する理

No. 事務事業名 活動

解

内容 コスト（事業費：

を

千円）

郷土資料館企画

深

展示事業 令和　２年度

め

令和　３年度 令和　３

、

年度 令和　４年度 令和

郷

　２年度 令和　３年度

土

令和　３年度 令和　４

へ

年度
活動指標名 単位

実

の

績 計画 実績 計画 決算 当

愛

初予算 決算 当初予算
全

着

体事業概要
①

講座、講

心

演会等主催事業 回 50

を

39 50
資料の収集・

高

保存・展示、企画展の

め

実施、企画展関連 の開

る

催
事業・体験講座の実

と

施、図録・史料集等の

と

刊行、所蔵 0 5,29

も

9 5,321 8,47

に

1
資料データベースの

、

整備による情報発信な

無

ど、所蔵す
②

館資料デ

形

ータベースへの 件 40

民

0 471 200
る文化

俗

財の活用を進める。 登

文

録件数

令和　５年度の

化

優先度

③4 　□ Ａ　

財

　　 □ Ｂ　　　 

や

□ Ｃ　　　 □ Ｄ

文

　

コロナ禍及び天候不

化

順により予定していた

財

講座を21回中止して

を

おり目標達成は出来な

後

かった。
□ 計画どお

世

り   
令和　３年度

に

■ 遅延      

継

   
の評価

□ 進展

承

なし     

■ 維

す

持　□ 拡大 ②につい

る

て、大量寄贈がある一

こ

方で職員数の減少から

と

登録処理が追い付いて

。

いない現状がある。寄

施

贈資料の調査
事業区分

策

□ 自治事務   □

の

 法定受託   □ 

方

その他
今後の方向性 □

向

 縮小　□ 改善 可能

文

なボランティアを養成

化

し、その後ボランティ

財

アと協働で寄贈資料の

の

登録作業にあたること

環

で処理件数の向上
（改

境

善措置等）□ 休止　

整

□ 終了 に努めたい。

備

計画対象 □ 実施計画

と

査定対象  □ 行政

活

改革対象 
□ 廃止　

用

　　　 

山中城跡保存活用計画の策定、山中城跡の災害復旧、向山古墳群の調査、郷土資料館での主催事業など複数の項目で災害、コロナ禍、他の業務量の増大といった要因に
□ 計画どおり   

令和　３年度 よる計画の遅延が見られた。
■ 遅延         

の評価
□ 進展なし     

□ 維持　　　　 コロナ禍については、ある程度の流行を前提に感染症対策を行い、事業計画を立てるようにする。その他の遅延している事業については全体の業務量増大が原因になっ

今後の方向性 □ 拡大　　　　 ているものもある。令和４年度も遺物保管場所の引っ越しや全史協事務局の全国的な行事など前年度までにはなかった業務があるため、全体的な業務見直しや効率化に

（改善措置等） □ 縮小　　　　 より少しず

2

つ目標に近づけていく

頁

こととする。
■ 改善

令

　　　　 

和 3年度　　事務事

N

業

o. 事務事業名 活動内

評

容 コスト（事業費：千

価

円）

向山古墳群整備活

表

用事業 令和　２年度 令

（

和　３年度 令和　３年

個

度 令和　４年度 令和　

票

２年度 令和　３年度 令

）

和　３年度 令和　４年

課

度
活動指標名 単位

実績

名

計画 実績 計画 決算 当初

教

予算 決算 当初予算
全体

育

事業概要
①

計画の策定

推

数 個 0 0 0
向山古墳群

進

の史跡としての価値と

部

魅力を高め、市民の
史

文

跡に対する意識の醸成

化

や観光誘致につなげる

財

ため、 0 319 297

課

319
国指定史跡を目

作

指すとともに、景観保

成

全を図る。
②

委員会開

日

催回数 回 3 0 3

令和　

令

５年度の優先度

③3 　

和

□ Ａ　　　 □ Ｂ

　

　　　 □ Ｃ　　　

４

 □ Ｄ　

16号墳の

年

草刈り業務や国指定に

　

向けた発掘調査１回を

８

実施した。整備検討委

月

員会の開催については

　

、コロナ禍に
□ 計画

５

どおり   
令和　３

日

年度 より検討委員を集

概

めることが困難な時期



施

   

■ 維持　□ 

策

拡大 十分な感染症対策

名

を行うことで、来館者

文

の安全を確保し、施設

化

の管理運営に努める。

財

事業区分 □ 自治事務

基

   □ 法定受託 

本

  □ その他
今後の

目

方向性 □ 縮小　□ 

標

改善
（改善措置等）□

未

 休止　□ 終了
計画

来

対象 □ 実施計画査定

に

対象  □ 行政改革

つ

対象 
□ 廃止　　　

な

　 

※決算額について

ぐ

は、端数処理により、

人

他資料の決算額と差異

材

が生じている場合もあ

を

ります。

育むまち

要 施策の目的

No

市

. 事務事業名 活動内容

民

コスト（事業費：千円

が

）

文化財災害復旧事業

郷

令和　２年度 令和　３

土

年度 令和　３年度 令和

の

　４年度 令和　２年度

伝

令和　３年度 令和　３

統

年度 令和　４年度
活動

や

指標名 単位
実績 計画 実

歴

績 計画 決算 当初予算 決

史

算 当初予算
全体事業概

に

要
①

復旧完了箇所数 箇

対

所 2 0 2
令和元年10

す

月12日の台風19号

る

によって被災した国指

理

定
史跡山中城跡を３ヶ

解

年の計画で国・県の補

を

助を受けて 0 0 0 0
復

深

旧工事を実施する。
②

め

令和　５年度の優先度

、

③6 　□ Ａ　　　 

郷

□ Ｂ　　　 □ Ｃ

土

　　　 □ Ｄ　

令和

へ

２年までに被災した８

の

箇所のうち５箇所で工

愛

事に着手し、令和３年

着

度は３箇所で着手した

心

。しかし、令和３
□ 

を

計画どおり   
令和

高

　３年度 年７月の大雨

め

により復旧が完了した

る

箇所も含めて再度被災

と

したため工事を中止し

と

た。被害を繰り返さな

も

いために
■ 遅延  

に

       
の評価

、

排水路を新規に設置す

無

るなどの対策をとるこ

形

ととし、復旧工事の計

民

画を変更した。
□ 進

俗

展なし     

□ 

文

維持　□ 拡大 令和４

化

年度に排水路設置のた

財

めの測量・設計および

や

工事を行い、さらに被

文

災箇所の復旧に向けた

化

測量設計業務を
事業区

財

分 □ 自治事務   

を

□ 法定受託   □

後

 その他
今後の方向性

世

□ 縮小　■ 改善 行

に

う。
（改善措置等）□

継

 休止　□ 終了
計画

承

対象 ■ 実施計画査定

す

対象  □ 行政改革

る

対象 
□ 廃止　　　

こ

　 

と。

施策の方向 文化財の環境整備と活用

山中城跡保存活用計画の策定、山中城跡の災害復旧、向山古墳群の調査、郷土資料館での主催事業など複数の項目で災害、コロナ禍、他の業務量の増大といった要因に
□ 計画どおり   

令和　３年度 よる計画の遅延が見られた。
■ 遅延         

の評価
□ 進展なし     

□ 維持　　　　 コロナ禍については、ある程度の流行を前提に感染症対策を行い、事業計画を立てるようにする。その他の遅延している事業については全体の業務量増大が原因になっ

今後の方向性 □ 拡大　　　　 ているものもある。令和４年度も遺物保管場所の引っ越しや全史協事務局の全国的な行事など前年度までにはなかった業務があるため、全体的な業務見直しや効率化に

（改善措置等） □ 縮小　　　　 より少しず

3

つ目標に近づけていく

頁

こととする。
■ 改善

令

　　　　 

和 3年度　　事務事

N

業

o. 事務事業名 活動内

評

容 コスト（事業費：千

価

円）

郷土資料館管理運

表

営事業 令和　２年度 令

（

和　３年度 令和　３年

個

度 令和　４年度 令和　

票

２年度 令和　３年度 令

）

和　３年度 令和　４年

課

度
活動指標名 単位

実績

名

計画 実績 計画 決算 当初

教

予算 決算 当初予算
全体

育

事業概要
①

開館日数 日

推

310 272 302
資

進

料の保存環境を維持し

部

、来館者の安全を確保

文

するた
め、郷土資料館

化

の適切な維持管理に努

財

める。館内の清 0 4,

課

669 4,637 4,

作

006
掃、設備の保守

成

、施設・設備の修繕を

日

行う。
②

令和　５年度

令

の優先度

③5 　□ Ａ

和

　　　 □ Ｂ　　　

　

 □ Ｃ　　　 □ 

４

Ｄ　

指示により8/2

年

0～9/30、新型コ

　

ロナウイルス感染症対

８

策で休館としたため目

月

標達成できなかった。

　

□ 計画どおり   

５

令和　３年度
■ 遅延

日

         
の

概

評価
□ 進展なし  


